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Local Density Approximation (LDA) と Generalized Gradient Approximationよりも LDAに 
modified Becke and Johnsonポテンシャルを加えた計算手法 (LDA+mBJ)が最も実験結果
を再現していることを見出した。また、その LDA+mBJは、ディラック分散がフェルミ
準位近傍に存在することを示唆するものであった。
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